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九
月
二
十
八
日
、
長
浜
高
校
体
育
館

を
会
場
に
ふ
れ
あ
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
六
百
人
が

観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
、
音
楽

か
ら
の
町
づ
く
り
と
し
て
こ
れ
ま
で
開

催
し
て
き
た
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
に

替
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
優
れ
た
芸
術

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
心
豊
か
な
町
づ
く
り
の
更
な
る
推

進
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
現
在
全
国
的
に
注
目
を

集
め
て
い
る
、

劇
団
「
わ
ら
び
座
」
が

演
ず
る
創
立
四
十
五
周
年
記
念
作
品
、

二
幕
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

「か
け
が
え
の
な
い
全
て
の
も
の
の

命
・
海
の
芸
能
を
基
調
に
漁
師
の
遣
し

さ
を
生
活
的
に
描
い
た
創
作
舞
踊
集』

と
い
う
、
「
海
」
を
テ
l
マ
に
構
成
さ

れ
、
客
席
と
の
愉
快
な
交
流
を
交
え
た

舞
台
に
、
会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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沖
浦
公
園
雨
量
中
学
校
跡
地

の
整
備
な
ど

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
二
億

八
千
五
百
三
十
一
万
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
一
一
二
億
四
千
百
四
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
総
務
費
一
企
画
費
と
し
て
、
旧
長
浜

中
学
校
跡
地
へ
の
、
沖
浦
公
園
整
備
に

係
る
も
の
で
六
千
一
一
一
百
万
円
。

一
衛
生
費
一
母
子
保
健
衛
生
費
と
し
て
、

長
浜
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
く
、

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
の
た
め
の
実

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
七
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
や
、
平
成
八
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
、
長
浜

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の

議
案
十
五
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
書
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
五

件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
第
九
次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
け
る
投

資
規
模
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
の
議
会
提
出
案
件
三
件
も
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一般質問の答弁を行なう上田町長

施
設
計
委
託
料
一
千
九
万
四
千
円
。

{
土
木
費
一
県
営
工
事
費
と
し
て
、
長

浜
港
湾
改
修
ほ
か
、
四
事
業
に
係
る
県

営
て
事
費
の
負
担
金
八
千
三
百
八
十
一
一
一

万
二
千
円
。

{
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
町
道
長
浜
戒

川
線
ほ
か
町
道
十
件
、
河
川
二
件
の
復

旧
費
二
一
千
三
百
六
十
万
一
千
円
。

長
浜
町
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

i

派
遣
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
利
用
者
費
用
負
担
基
準
額
の
改
正
に

伴
い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
!
の
手
数
料
の

額
を
改
正
す
る
と
共
に
、
所
得
税
等
の

区
分
に
よ
る
手
数
料
の
減
免
額
が
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

在
宅
老
人
福
祉
事
業
の
充
実
と
、
適
正

か
っ
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た
め
に
改

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

第
九
次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画

に
お
け
る
投
資
規
模
の
確
保

に
関
す
る
意
見
書

肱
川
流
域
に
お
け
る
治
山
施
設
・
荒

廃
森
林
の
整
備
状
況
は
依
然
と
し
て
低

水
準
に
あ
り
、
治
山
事
業
の
積
極
的
な

推
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、

政
府
に
お
け
る
「
第
九
次
治
山
事
業
五

箇
年
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
現
計

画
を
大
幅
に
上
回
る
積
極
的
な
投
資
規

模
を
確
保
す
る
よ
う
、
国
に
強
く
要
望

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
園
内委

古田一教長
浜
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
に
、

出
海
の
河
澄
博
子
氏
二
三
二
を
選
任

松黒河
本田澄

正博

志進子

氏氏氏

し
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
賛

成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

河澄博子氏

ま
た
、
現
教
育
委
員
の
黒
田
進
氏

(
長
浜
・
七

O
)
と
松
本
正
志
氏
(
下

須
戒
・
六
六
)
は
、
平
成
八
年
十
月
三

十
一
日
で
そ
れ
ぞ
れ
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
後
任
に
両
氏
を
再
選
任
し
議
会

の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
業
に
対
す
る

今
後
の
取
り
組
み

和
田
永
吉
氏
黄
綬
褒
章

受
賞
祝
賀
会
に

対
す
る
対
応

重
要
施
策
と
し
て

整
備
し
て
い
き
た
い

質
問
・
:
森
林
組
合
で
は
、
平
成
八
年

度
林
道
開
設
整
備
十
箇
年
計
画
を
策
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
計
画

は
三
十
一
路
線
と
な
っ
て
い
る
が
、
来

年
度
か
ら
現
在
の
二
一
路
線
継
続
事
業
以

外
に
最
低
五
路
線
程
度
の
新
規
開
設
導

入
を
凶
り
、
町
単
林
道
と
し
て
の
都
梅

藤
ケ
峠
線
、
五
人
ケ
森
線
の
一
一
路
線
に
つ

い
て
は
、
単
年
度
で
実
施
し
て
も
ら
い

菊

地

儀

明

諸
問
口
貝

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
九

年
度
か
ら
椎
茸
種
駒
に
対
す
る
半
額
助

成
を
行
い
、
長
浜
町
の
椎
茸
産
業
の
振

興
、
生
産
者
の
意
識
改
革
を
阿
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町

の
対
応
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
作
業
林
道
開
設
は
、

林
業
振
興
の
最
重
点
施
策
と
し
て
順
次

繋
備
を
進
め
て
い
る
。
特
に
ご
指
摘
の

林
道
開
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
森
林

組
合
に
お
い
て
地
域
の
志
見
を
集
約
し
、

県
・
森
林
組
合
・
町
の
三
者
で
林
道
開

設
十
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
基
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に
九
年
度
の
県
単
補
助
事
業
の
路
線
を

増
や
し
て
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
、
町
財
政
を
考
慮
し
、
同
・
県

の
補
助
事
業
を
導
入
す
る
と
共
に
、
地

形
上
開
設
が
容
易
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、
町
単
独
で
整
備
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。次
に
、
椎
茸
種
駒
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
椎
茸
生
産
の
厳
し

い
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
県
の
支
援
事

業
を
取
り
入
れ
、
共
同
ほ
だ
場
等
の
基

盤
整
備
や
種
駒
に
つ
い
て
も
、
八
年
度

に
は
従
来
の
補
助
率
を
大
幅
に
ア
ッ
プ

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
椎

茸
産
業
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町
椎
芽
生

産
振
興
十
か
年
計
画
の
推
進
を
図
る
と

共
に
、
農
林
各
分
野
で
の
幅
広
い
支
援

に
よ
り
農
林
複
合
経
営
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

従
前
か
ら
の
方
法

に
よ
り
対
応

一一一一般質問

質
問
:
・
こ
の
度
、
和
田
、
水
古
氏
黄
緩

褒
章
受
賞
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
招
待
者
に
つ
い
て
事
前
に

森
林
組
合
と
も
よ
く
協
議
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
参
加
者
と
し
て
勤
務
時
間
に
も

拘
ら
ず
全
課
長
が
出
席
し
て
い
る
が
、

一
時
休
暇
の
形
で
い
く
ら
慣
例
と
は
一
二
一
口

え
、
職
場
環
境
上
や
職
員
教
育
上
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
町
民
か
ら
も
論
議
が

肱
川
改
修
事
業

企
業
用
地
。
住
宅
用
地

と
移
転

三
常
任
委
員
会
合
同

視
察
研
修
の
職
員
派
遣

地
元
の
皆
さ
ん
と
の

話
し
合
い
の
中
で

質
問
:
・
肱
川
改
修
事
業
に
よ
り
、
現

在
白
滝
滝
川
に
樋
門
が
造
ら
れ
て
い
る

が
、
町
か
ら
、
滝
川
に
堤
防
を
造
り
家

屋
浸
水
を
防
ぐ
計
画
案
が
回
覧
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。
堤
防
を
越
え
て
流
入

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
樋
門
を
造
る
必

要
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、 椎茸種駒の植菌作業

出
て
い
る
。
今
後
は
、
改
善
・
見
直
し

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
受
賞
祝
賀
会
に
つ

い
て
は
、
発
起
人
会
で
内
容
等
諸
事
項

に
つ
い
て
、
受
賞
者
ご
本
人
の
ご
意
思

を
尊
重
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
ま
で
ど
な
た
が
さ
れ
て
も
、
記
念
品

や
経
費
の
不
足
分
は
ご
本
人
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
従
前
か
ら
の
方
法
や
考
え
方
が
変

わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

渡

遺

久

義

一一誠ロ貝

滝
川
を
横
断
し
て
い
る

J
R
・
県
道
の

工
法
、
道
路
改
良
、
住
宅
の
立
ち
退
き

等
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

次
に
、
下
須
戒
地
区
の
激
特
事
業
並

び
に
大
和
川
改
修
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

今
年
六
月
十
四
円
に
開
催
さ
れ
た
説
明

会
で
は
、
日
圃
の
中
に
新
し
い
川
を
造

り
、
旧
大
和
川
は
上
流
・
下
流
に
樋
門

を
造
る
と
い
う
こ
と
で
、
宅
地
等
水
防

災
対
策
事
業
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う

説
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
一
事
業

の
み
を
対
象
に
し
た
も
の
か
、
各
種
事

業
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
結
果
な
の
か
。

ま
た
、
大
和
川
は
潮
の
干
満
に
よ
り
水

位
が
上
昇
し
、
た
と
え
樋
門
が
あ
っ
て

も
家
屋
一
段
水
は
必
ず
発
生
す
る
と
思
う

が
、
こ
れ
が
い
い
生
活
環
境
と
い
え
る

の
か
。答
弁
(
町
長
)
・
:
滝
川
樋
門
は
、
肱

川
本
川
の
堤
防
機
能
を
有
し
、
通
常
時

の
滝
川
流
水
を
本
川
に
流
す
た
め
に
利

用
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
三
十
年
に
一
回
程

度
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
出
木
時
に

も
、
安
全
に
流
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ
て

い
る
。
出
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
で

い
く
つ
か
の
整
備
試
案
を
作
っ
て
い
た

だ
き
検
討
、
協
議
中
で
あ
る
が
、
今
後
、

地
域
の
意
見
を
基
に
整
備
手
法
も
含
め

肱
川
改
修
の
整
備
進
度
を
勘
案
し
、
県

に
事
業
実
施
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
下
須
戒
地
区
に
つ
い
て
は
、

大
和
川
の
改
修
と
宅
防
方
式
が
採
択
要

件
に
合
致
せ
ず
、
ま
た
、
都
市
計
画
区

域
外
で
あ
っ
一
て
も
土
地
区
画
整
理
が
で

き
る
よ
う
な
制
度
導
入
を
本
省
へ
陳
情

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
現
行
制
度
で
の
事
業
導
入

は
至
難
で
あ
り
、
新
河
道
で
の
改
修
案

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
工
法
と
生
活
環
境
に
つ
い
て

は
、
雨
水
対
策
と
し
て
、
旧
河
道
を
利

用
し
た
貯
留
施
設
や
左
岸
渓
流
水
を
直

張
新
川
に
流
す
な
ど
、
湛
水
の
解
消
を

考
え
て
い
る
。
旧
河
道
の
劣
化
に
つ
い

て
は
下
水
処
理
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
利
用
に
つ
い
て
も
、
建

設
省
・
県
の
繋
備
の
方
向
性
と
整
合
を

凶
り
な
が
ら
、
激
特
採
択
箇
所
の
整
備

と
併
せ
地
元
の
意
見
を
可
能
な
限
り
考

慮
し
、
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

早
期
に
よ
り
良
い
万
向
で

改修が検討される大和川

取
り
組
み
た
い

質
問
・
・
・
大
和
地
区
の
堤
防
予
定
地
内

で
操
業
し
て
い
る
五
企
業
に
つ
い
て
、

カ
ル
ピ

l
冷
凍
工
場
の
撤
退
や
、
撤
退

検
討
中
の
会
社
な
ど
の
話
を
聞
い
て
い

る
が
、
各
工
場
に
は
近
辺
の
人
た
ち
が

勤
め
て
お
り
、
地
域
に
と
っ
て
は
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
移
転
先
用
地
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し
た
の
か
。
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ま
た
、
今
後
の
対
応
は
ど
、
つ
考
え
て
い

る
の
か
。

次
に
、
激
特
事
業
と
並
行
し
て
行
わ

れ
る
県
道
改
修
事
業
を
含
む
肱
川
改
修

事
業
で
の
立
ち
退
き
に
つ
い
て
、
早
急

に
開
発
公
社
で
宅
地
造
成

L
供
給
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
現
在
、
激
特
事
業

に
伴
、
つ
大
和
川
改
修
に
つ
い
て
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
方
山
付
け
に
よ
り
惣
瀬

地
い
の
堤
防
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
先
般
、
カ
ル
ビ
l
冷

食
さ
ん
に
は
計
画
概
要
に
つ
い
て
ご
説

明
し
、
今
後
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を

お
伝
え
し
て
お
り
、
他
の
企
業
に
つ
い

て
も
、
激
特
事
業
の
方
向
決
定
ま
で
今

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明

し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
企
業
に
と
っ
て

は
人
変
不
安
な
状
況
に
あ
り
、
今
後
、

早
期
に
よ
り
良
い
方
向
で
収
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

ま
た
、
住
宅
等
の
用
地
と
移
転
に
つ

い
て
は
、
一
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

重
要
課
題
と
認
識
し
て

取
り
組
ん
で
い
る

質
問
:
・
去
る
九
月
十
三
日
、
高
知
県

中
村
市
で
「
渡
川
水
系
後
川
改
修
事
業
」

の
出
察
研
修
を
行
一
っ
た
一
当
町
が
直
面

し
て
い
る
肱
川
及
び
支
流
の
北
修
事
業

を
進
め
る
上
で
、
非
常
に
役
立
つ
研
修

で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
担
当
課
職
員
が
参

加
し
な
か
っ
た
の
か
。
働
き
場
所
や
住

居
な
ど
肱
川
流
域
に
住
ん
で
い
る
住
民

的
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
担
当
課
に

は
、
仕
民
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
仕

民
サ
イ
ド
で
考
え
努
力
す
る
責
務
が
あ

る
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
な
ぜ
職
員
を
参
加

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
並
び
に

中
予
地
区
分
水
反
対

意
見
書
の
取
り
扱
い

長
浜
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設

品
り
の
な
い
よ
う

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い

質
問
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
並
び
に
中

下
地
区
分
ぶ
反
対
に
つ
い
て
の
怠
見
芹

に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
月
に
採
駅
3
れ、

一
二
月
、
六
月
の
定
例
会
で
も
川
様
な
質

問
が
な
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
問
題
で

あ
る
の
で
再
度
質
問
す
る
の
で
あ
る
が
、

国
、
県
、
並
び
に
作
業
団
に
対
し
て
反

対
の
主
恩
友
一
不
を
し
た
の
か
。
ま
た
、

さ
せ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
に
ワ
い
て
は
、
重
攻

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
c

今
年

三
月
に
、
類
似
の
事
例
と
し
て
広
島
県

作
木
村
で
関
係
課
の
職
員
が
研
修
し
た

ば
か
り
?
あ
り
、
ん
1
4ん
は
必
要
と
あ
れ
ば
、

い
く
ら
で
も
参
加
さ
せ
る
方
向
で
進
め

て
い
き
た
い
。
し
か
し
、
職
員
独
自
の

研
修
も
必
要
で
あ
り
、
重
要
課
題
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
収
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
、

東

手Ij
世
間
口
圏
一

今
後
の
ダ
ム
問
題
に
闘
す
る
行
政
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
と
う
考
え
て
い
る

、ノミ。
ぴ
カ答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
平
成
七
年
第
四
同
定
例
会
、
今

年
の
第
一
日
・
第
三
凶
定
例
会
で
お
答

え
し
て
い
乙
と
お
り
で
あ
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

こ
の
ダ
ム
問
題
は
行
政
の
み
が
対
応
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
議
会
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
背
さ
ん
の
お
考
え
、

念
事
項
が
払
拭
き
れ
な
い
限
り
は
反
対

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
ベ
l
ス
に
、

長
浜
町
と
し
て
誤
り
の
な
い
よ
、
っ
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
保
健
分
野
の

充
実
を
図
り
た
い

質
問
・
:
当
町
に
お
い
て
は
、
町
職
員

を
中
心
と
し
た
長
川
町
総
合
保
健
福
祉

施
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
!
ム
に
よ
り
、

建
設
に
向
け
た
検
副
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
進
め
る
上
で
重
要
な
鍵
は
、

理
事
者
の
第
一
歩
の
踏
み
出
し
で
あ
ふ

と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
進
出
抑
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
ま
た
、
保
健
、

福
祉
、
医
療
を
併
せ
た
施
設
と
い
う
方

向
で
計
画
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

カ

3常任委員会合同で行なわれた視察研修

答
弁
(
町
長
)
・
今
年
一
一
月
一

H
、

助
役
を
班
長
と
し
た
瓦
人
の
職
員
で

「
長
浜
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ

I
ム
」
を
発
足
さ
せ
、
懸
案
の

総
合
的
な
保
健
福
祉
施
設
整
備
計
画
の

検
討
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
と
お
わ
、
保
健
と
福
祉
が
併

な
し
た
総
合
セ
ン
タ
ー
が
理
想
で
は
あ

る
が
、
一
一
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
セ

ン
タ
ー
は
広
大
な
町
積
を
有
す
る
も
の

と
な
る
の
で
、
福
祉
分
貯
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
介
護
支
民
セ
ン
タ
ー
は
、
移
転

改
築
計
問
中
の
白
山
聞
に
併
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
保
健
分
野
の
充

実
の
た
め
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
若

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ァ
句
。

白
山
園
、
保
他
七
シ
タ

l
に
つ
い
て

は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
し

要
望
に
応
じ
各
地
域
で

開
催
し
て
い
き
た
い

質
問
:
・
九
月
十
四
日
仁
、
町
体
育
館

で
町
政
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
議

会
に
は
何
の
相
談
も
な
く
、
事
前
に
知

ら
さ
れ
て
い
る
議

R
と
切
ら
さ
れ
て
い

な
い
議
員
が
あ
~
た
こ
と
な
ど
、
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
あ
ア
た
と
思
わ
れ
る
。

町
政
報
官
会
の
真
の
主
旨
、
国
的
に
つ

い
て
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
)

ま
た
、
今
回
は
長
同
小
学
校
区
を
対
象

と
し
て
お
り
、
当
然
、
他
地
区
で
も
順
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次
出
催
す
る
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
r

る
の
か
J

答
弁
(
町
長
)
・
:
今
回
の
報
告
会
は
、

私
が
い
ろ
い
ろ
な
会
に
出
席
の
折
、
町

政
報
告
会
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ゐ
こ
と
か
ら
旧

長
浜
町
を
主
体
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
あ
る
。

行
政
が
町
民
の
ニ

1
ズ
に
基
づ
く
新

長
浜
町
の
行
政
課
題

長
浜
町
総
合
整
備
基
本

計
画
の
修
正
・
見
直
し

職
員
の
勤
務
体
制

長
浜
町
総
合
整
備

基
本
計
画
に
沿
っ
て

一一一一一般費問

質
問
:
・
現
在
、
町
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
行
政
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、

ハ
l
ド
而
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

事
業
が
計
画
さ
れ
、
ど
の
い
紅
度
進
行
し

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
当
町
に
、
激
特
事
業
や
ダ
ム

建
設
・
分
水
問
題
、
肱
川
両
岸
道
路
の

改
良
等
大
き
な
問
題
が
迫
っ
て
い
る
中
、

中
長
期
的
に
長
浜
町
の
将
来
像
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い
る
の
か
。

し
い
行
政
需
安
に
対
処
す
る
に
は
、
町

民
の
方
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
町
民
総
参
加
の
も
と
町

民
サ
イ
ド
に
交
っ
た
民
主
的
な
町
づ
く

り
が
ぶ
め
ら
れ
て
い
る
と
ご
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
ご
安
望
が
あ
れ
ば
、
各
地
域

で
の
町
政
報
告
会
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
c

池

田

政

治

珪
臨
口
自
(

答
弁
(
町
長
)
:
ハ

i
ド
面
で
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
継
続
事
業
と
し

て
、
豆
安
港
湾
昇
格
を
視
野
に
人
れ
た

長
浜
港
湾
警
備
、
国
・
県
・
町
道
の
整

備
、
撒
特
事
業
の
推
進
を
悶
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
肱
川
河
川
改

修
に
伴
、
っ
平
成
十
二
年
度
完
成
を
目
指

す
白
滝
ト
ヘ
惜
の
整
備
、
白
山
園
移
転
改

築
事
業
の
推
進
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
沖

浦
公
同
・
沖
浦
公
民
館
等
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
の
外
に
も
重

要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
近
い

将
来
遭
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
中
長
期
財
政
計
画
的
中
で

順
次
整
備
会
問
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

次
に
、
長
浜
町
の
将
来
像
は
、
長
浜

町
総
合
整
備
基
本
計
画
に
明
示
さ
れ
て

お
り
、
将
来
の
あ
る
べ
き
長
浜
町
内
た

め
、
こ
の
計
画
に
前
コ
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
の
推
進
仁
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

見
直
し
の
必
要
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る

質
問
-
-
-
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画

は
、
計
画
年
次
が
昭
和
六
十
一
二
年
か
ら

平
成
二
十
一
年
ー
ま
で
の
ご
十
三
年
同
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
仕
ま
で
に
、
経
済

情
勢
の
変
動
、
総
ム
n交
通
体
系
の
変
化
、

川
川
改
修
等
に
よ
り
、
当
町
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、

基
本
計
闘
を
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か と柿早橋

し
〆
」
考
え
る
。
常
に
れ
ん
バ
の
変
化
に
対
応

し
、
民
意
が
反
映
さ
れ
た
計
画
を
期
待

す
る
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
裏
付
け
と
な
る

財
政
計
画
も
重
要
な
諜
顕
で
あ
る
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
け
一

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
恭
本
計
画
は
、

策
定
後
八
年
を
経
過
し
、
そ
の
間
園
内

の
社
会
・
経
済
状
況
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
し
か
じ
、
一
部
変
市
ん
す
べ
き

事
項
は
あ
る
が
、
五
本
計
阿
の
中
核
を

成
す
第
三
次
開
発
事
業
並
び
に
現
在
進

捗
中
の
港
湾
関
連
施
設
整
備
事
業
を
は

じ
め
、
社
会
福
祉
、
生
活
環
境
施
設
、

学
校
・
社
会
教
育
問
題
等
、
今
後
も
町

足
と
し
て
推
進
す
べ
き
施
策
の
大
半
が
、

こ
の
基
本
計
画
に
ド
集
約
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
当
面
必
要
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
の
表
付
け
と
な
ろ

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
施
行
事
業
を
含

め
、
年
次
計
画
で
策
定

L
て
い
る
中
長

期
財
政
計
阿
を
ベ

1
ス
に
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
・
・
・
現
在
の
職
員
定
数
粂
例
に
対

し
て
、
職
員
、
臨
川
職
員
、
非
常
勤
職

員
、
条
件
付
任
用
職
員
、
明
ヰ
は
何
人

か
。
ま
た
、
特
に
新
規
採
肘
者
に
対
す

る
教
育
は
、
ど
の
よ
う
に
計
阿
し
ど
れ

く
ら
い
の
頻
度
で
行
っ
て
い
る
の
か
れ

次
に
、
地
方
公
共
川
体
で
は
、
前
例

現在の白滝橋(上)

踏
襲
、
セ
ク
ト
、
主
v

去
の
傾
向
が
強
く
、

意
欲
に
欠
け
職
場
の
雰
囲
気
が
沈
滞
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
つ

今
や
、
自
主
性
を
発
揮
し
た
き
め
細
か

い
行
政
の
展
開
が
要
ぶ
さ
れ
て
お
り
、

セ
ク
ハ
ラ
や
い
じ
め
に
類
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
職
場
全
体

が
活
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
に
な
る
よ
、
っ

改
葬
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
、
つ

が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
了
:
長
浜
町
職
員
定
数

条
例
で
は
、
絞
殺
一
一
一
日
十
四
人
で
あ
る

が
、
現
在
は
、
正
職
員
百
七
十
ヒ
人
、

嘱
託
職
員
四
人
、
臨
時
職
員
六
人
、
円
々

雇
用
職
員
十
五
人
の
台
計
二
百
一
一
人
で
、

社
会
教
育
指
導

R
と
し
て
常
勤
一
人
、

非
常
勤
二
人
が
勤
務
し
て
い
る
。

な
お
、
職
員
の
教
育
研
修
、
職
場
環

境
ご
つ
く
り
に
つ
い
て
は
J

折
し
て
答
弁

を
行
い
ま
す
。
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一般質問一一一

開
長
の
行
政
姿
勢
と

職

貝

体

質
問
・
・
・
職
員
が
全
体
め
奉
仕
者
と
し
て

職
務
に
専
念
す
る
た
め
に
、
町
長
は
、

ど
の
よ
う
に
職
員
と
の
相
互
信
頼
関
係

を
深
め
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
場

環
境
守
つ
く
り
に
努
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
職
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め

に
、
人
事
考
課
の
定
着
化
、
研
修
の
充

実
、
管
理
若
の
v

交
成
、
専
門
職
性
の
活

用、

k
f職
員
と
中
高
年
職
員
の
能
力

開
発
な
ど
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
方
法

を
講
ず
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

質
問
・
・
・
白
山
園
の
建
て
替
え
用
地
に

つ
い
て
、
現
在
の
背
後
地
を
造
成
し
て

建
設
し
、
将
来
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
し
て
の
用
地
も
確
保
し
て
お
け
ば
、

将
校
的
に
安
く
つ
く
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
現
す
の
舟
一
入
路
は
狭
い
の
で
先

行
し
て
道
路
改
良
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
以
、
つ
が
、
町
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

次
に
、
保
健
福
祉
の
充
実
し
た
町
づ

く
り
の
た
め
に
、
保
健
事
業
抑
進
拠
点 告リ

日

高

照

友

一一誠昌一

と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
を

強
く
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

の
建
設
年
度
と
建
設
場
所
、
必
要
性
と

設
置
目
的
、
機
能
性
、
県
内
の
状
況
、

建
設
後
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て
、

町
長
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
な
の

，刀

山
鳥
坂
ダ
対
策
協
議
会

主
要
地
方
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

可
能
な
限
り
早
く

委
員
会
の
構
成
を

、
。
こ
守
こ
量
二
p
h

T
V
み
/
十
J
A
4
C
、十
J
y
u
v

質
問
・
:
去
る
八
リ
一
日
、
大
洲
市
・

喜
多
郡
町
村
で
情
成
す
る
山
山
坂
ダ
ム

対
策
協
議
会
結
会
に
お
い
て
、
長
浜
町

は
、
六
人
山
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

委
員
が
三
人
だ
け
の
出
席
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
議
会
活
動
の
中
で
ど
う
し
て

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
叫
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

中

野

茂

明

一
時
間
口
貝

も
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
議
会
自
ら
設

置
し
た
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委

民
会
委
員
を
、
「
一
身
上
の
部
合
に
よ

り
」
と
し
て
辞
任
さ
れ
た
こ
と
に
上
る

も
の
で
あ
り
、
議
会
人
と
し
て
恥
じ
る

べ
き
行
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
(
こ

の
協
議
会
の
欠
員
状
態
を
、
町
長
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
2

答
弁
(
町
長
)
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策

協
議
会
は
、
流
域
と
し
て
ダ
ム
問
題
に 移転改築が予定される白山国

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
よ
う
と
設
立
さ

れ
た
協
議
会
で
あ
り
、
長
浜
町
の
特
別

会
口
会
は
、
議
会
の
諸
先
輩
方
が
十
年

八
よ
り
前
に
、
ダ
ム
問
題
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
し
て
設
置
さ
れ
た
非
常
に
重
み

の
あ
る
特
別
委
員
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
ダ
ム
問
題
は
極
め
て
重
要
な
問
題

で
あ
る
の
で
、
可
能
な
隈
り
早
く
委
員

会
の
構
成
を
い
た
だ
き
、
こ
の
問
題
に

対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
議
会
に
対
す

る
信
頼
と
負
託
に
応
え
る
も
の
だ
と
判

断
し
て
い
る
。

質
問
-
-
-
主
要
地
方
道
大
洲
長
浜
線
の

仁
久
か
ら
岸
本
石
油
聞
の
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
、
大
変
重
要
な
道
路
整
備
課

也
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
は
、
特
に
岸
本
石
油
前
は
大
変

な
渋
滞
で
一
日
も
早
い
特
備
が
必
要
で

沖
浦
地
区
の
環
境
整
備

激
特
事
業
等
に
対
す
る

建
設
省
の
考
え
方

今
後
の
行
政
課
題
と
対
応

防
災
・
環
境
に

配
慮
し
た
整
備
を

改良が予定される大洲~長浜線

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
住
民
に
も

移
転
候
補
地
等
、
生
活
し
い
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
発
生
す
る
と
考
￥
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
道
路
整
備
計
画
の
色
抄
状
川
及
び

移
転
住
宅
等
の
確
保
に
つ
い
て
の
児
通

し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
ハ

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

宮

英

一一誠昌(

質
問
・
:
沖
浦
地
区
の
環
境
繋
備
に
つ

い
て
、
公
民
館
等
の
施
設
県
備
や
公
悶

化
な
ど
の
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
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ル
や
運
動
の
で
き
る
施
設
を
望
む
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
整
備
に
欠
か

せ
な
い
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

中
々
早
急
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
、
中
長
期
計
画

の
中
で
[
分
考
慮
し
て
進
め
て
も
ら
い

た
い
と
望
ん
で
い
る
が
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
旧
長
浜
中
学
校
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
定

例
会
で
お
然
甲
え
し
て
い
る
と
お
り
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
視
点
に
い
れ
、
防
災
・

地
域
環
境
に
配
慮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
場
を
、
主
体
と
し
た
公

園
整
備
計
画
を
推
進
し
て
き
で
い
る
が
、

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
卜
月
中
に
着

工
し
、
平
成
九
年
三
月
に
は
完
成
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
公
園
に
隣
接
す
る
沖
浦
公
民

館
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度

一般質問

事
業
と
し
て
県
社
会
教
育
課
へ
申
請
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
下
水
道
警
備
に

つ
い
て
は
、
実
施
基
本
計
画
の
策
定
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い

整備計画カ昔、進む!日長浜中学校跡地

質
問
:
・
激
特
事
業
等
に
つ
い
て
、
当

町
は
最
下
流
に
位
置
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
思
わ
ぬ
被
害
を
被
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
建
設
省
と
は
十
分
に
合

議
し
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
肱

川
の
沖
浦
沿
い
道
路
の
幅
員
拡
張
に
つ

い
て
は
長
年
要
望
し
て
い
る
が
、
水
の

流
れ
に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
こ
と
で

認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
仁
久
側

道
路
が
約
三
十
五

m
川
に
広
が
る
と
い

う
こ
と
を
聞
き
、
不
合
理
極
ま
り
な
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
十

分
考
慮
し
建
設
省
と
の
話
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
激
特
事
業
に
伴
い
、

採
択
箇
所
以
外
の
河
岸
改
修
も
逐
次
整

備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
仁

久
地
区
で
は
、
道
路
法
線
や
親
水
性
に

配
慮
し
た
滑
ら
か
な
河
岸
法
線
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
部

河
岸
が
現
況
よ
り
も
川
に
入
る
所
も
出

て
き
て
水
面
占
出
が
生
じ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
後
漁
業
権
域
の
減

少
等
に
係
る
補
償
要
件
の
存
在
の
有
無

に
つ
い
て
、
建
設
省
・
県
と
協
議
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
沖
浦
地
区
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
具
体
化
し
た
計
画
が
提
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
整
備
形
態
が
同
様
で
あ
れ

ば
、
仁
久
地
区
と
同
じ
認
識
で
対
処
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
会
と
行
政
に
課
せ
ら
れ
た

義
務
と
責
任

質
問
:
・
現
状
の
長
浜
町
を
考
え
て
み

る
時
、
主
権
者
た
る
住
民
に
は
分
か
り

に
く
い
点
が
多
々
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
早
い
時
期
に
各
地
区
で

の
町
政
報
告
会
を
開
催
し
、
十
分
な
報

告
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
七
月
三
十
日
の
議
員
大
会
及
び

九
月
十
日
の
議
員
研
修
会
へ
の
十
一
人

各
事
業
の
進
捗
状
況
に

合
わ
せ
早
期
に
対
応
し
た
い

ー
住
民
用
地
と
移
転

5

答
弁
(
町
長
)
・
:
肱
川
改
修
事
業
に

伴
う
立
ち
退
き
対
象
家
屋
は
、
白
滝
地

区
で
二
戸
、
柿
早
地
院
で
一
一
一
戸
で
あ
り
、

柴
の
中
・
岡
地
区
・
下
須
戒
・
上
老
松

地
区
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。

次
に
、
主
要
地
方
道
大
洲
長
浜
線
の

岸
本
石
油
庖
か
ら
仁
久
地
区
間
の
改
良

の
議
員
欠
席
の
件
に
つ
い
て
は
、
町
長

も
行
政
の
長
と
し
て
慎
重
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
各
地
区
で
の
町
政

報
告
会
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
地

元
の
事
情
も
あ
る
さ
つ
な
の
で
、
ム
ゴ
後
、

十
月
早
々
に
は
総
務
課
と
各
地
区
と
で

協
議
を
進
め
、
日
程
等
に
つ
い
て
調
整

を
阿
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
節
に
は
議
員
各
位
に
も
ご
案
内
を

す
る
の
で
是
非
と
も
出
席
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
と
議
会
に
つ
い
て
は
ミ

議
会
は
議
会
、
行
政
は
行
政
の
い
ろ
い

ろ
な
義
務
と
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
私
自
身
、
課
せ
ら
れ
た
義
務
と
責

任
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
業
に
つ
い
て
は
、
用
地
測
量
を
行
い

公
図
の
訂
正
作
業
中
で
あ
り
、
約
五
十

戸
程
度
の
立
ち
退
き
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
内
、
一
般
堤
防
改
修
事
業
と
県
道

改
良
事
業
の
合
併
施
工
で
整
備
す
る
、

中
予
電
気
か
臼
笹
田
建
設
問
に
つ
い
て

は
、
十
四
戸
の
立
ち
退
き
家
屋
が
あ
り
、

意
向
調
査
を
終
了
し
代
替
地
等
の
検
討

を
し
て
い
る
が
、
今
後
、
立
ち
退
き
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
は
、

ご
本
人
の
意
向
に
沿
っ
た
代
替
地
が
提

供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
代
替
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
仁
久
地
区
の
工
場
跡
地
に
つ
い

て
土
地
開
発
公
社
で
の
先
行
取
得
を
検

討
中
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
各
事
業

の
進
捗
状
況
に
台
わ
せ
早
急
に
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
分
野
の充

実

を

5
白
山
園
・
保
健
セ
ン
タ
ー
ー

答
弁
(
町
長
)
・
:
養
護
老
人
ホ
l
ム

白
山
園
の
移
転
改
築
に
つ
い
て
は
、
補

助
対
象
が
国
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
枠

外
で
あ
り
、
採
択
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
何
と
し
て
も
移
転
改
築
は
命
題

で
あ
り
、
県
に
お
願
い
を
し
事
業
達
成

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
候
補
地
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
l
ム
で
は
、
柴
柿
早
地
区
、
白

滝
地
区
の
両
方
を
考
え
て
お
り
、
八
年

度
に
は
場
所
決
定
、
九
年
度
に
は
用
地

取
得
に
入
り
た
い
。

な
お
、
白
山
園
へ
の
進
入
道
に
つ
い

て
は
、
一
一
重
投
資
と
な
っ
て
も
い
け
な

い
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

I
ム
の
答

申
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

次
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

八
年
度
に
一
二
割
、
九
年
度
に
残
り
を
執

行
と
い
う
二
箇
年
で
の
完
成
を
と
考
え

て
い
る
。
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ふるきとt栗訪バスツアー

建
設
場
所
に
つ
い
一
一
に
は
、
水
族
館
跡

地
に
求
め
、
-
-
二
階
に
保
健
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
、
一
一
一
階
に
潮
湯
を
復
興
し
町

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
建

-MA阿
に
中
l
た
っ
て

は
、
利
用
者
、
関
係
者
、
山
口
理
者
が
=
一

位
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
よ
う
配
慮
し

た
い
。
設
置

H
的
は
、
予
防
を
中
心
と

し
た
各
種
検
珍
、
健
康
相
談
、
心
身
の

健
庶
管
理
と
生
活
指
等
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル

l
ム
施
設
設
中
山
な
ど
で
あ
る
が
、

中
注
半
端
な
も
の
で
は
効
果
は
期
待
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

県
内
の
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
状
況
は
、

七
十
市
町
村
の
内
、
設
置
が
凹
十
一
市

町
村
、
未
設
置
が
二
十
九
市
町
村
で
あ

り
、
設
置
市
町
村
の
内
、
単
独
設
置
が

十
八
市
町
村
、
合
同
庁
舎
と
し
て
併
設

が
二
[
二
一
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
c

本
町
に
お
い
て
も
、
疾
病
構
造
の
変

化
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化

し
て
お
り
、
「
体
の
健
康
」
か
ら
「
心

の
健
康
」
へ
甘
を
向
け
た
健
康
づ
く
り

が
必
盟
と
な

ν
て
お
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー

建
設
を
契
機
に
、
新
た
な
健
康
一
つ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
誰
も
が
健
康
で

生
き
る
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
な
町
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

使
命
感
と
倫
理
感
の

一
樹
養
に
努
め
た
い

5
職
員
研
修
・
職
場
活
性
化
5

答
弁
(
町
長
)
:
・
職
円
一
の
敦
育
研
修

に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
資
質
向
上

の
た
め
各
種
研
修
を
一
五
施
し
て
い
る
。

県
の
研
修
所
に
お
け
る
「
市
町
村
課
長

研
修
」
ぺ
係
長
研
修
」
「
一
般
職
員
研
修
」

や
、
町
村
会
で
の
「
祈
採
職
員
研
修
」

一 1

初
級
・
中
級
・
係
長
職
口
研
修
」
「
地

域
、
つ
く
り
研
修
」
の
他
、
町
独
'
一
円
一
の

「
何
和
数
十
有
引
修
」
「
一
般
職
員
制
修
」

も
実
施
し
て
お
り
、
特
に
新
探
職
員
研

修
で
は
、
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
等
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養
う
研
修
や
怒
川
業

務
の
体
験
な
と
、
現
実
に
即
し
た
叶
修

J
V
一
主
施
し
て
い
る
。

次
に
、
職
員
の
活
性
化
と
職
場
雰
囲

気
の
改
善
で
あ
る
が
、
職
員
に
対
し
て

は
、
公
務
員
は
全
体
め
奉
仕
旨
と
し
て

余
力
で
職
務
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

「ー一一一-一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一-一一一-，一一一一一一-一一一一一一一一一一且寸古伝十旨}でな

I )J 主主主 f主

I '~iふ広域友，.よ JL~:山ふるいr;熟議課税事問:ぶ 12!と守善
治直面詰誕地多帯夜組健』 ザ :績お按jが

i~出出~出世1出出-出世---~-.-一一:出;四_.山一~~-----一一一一，:_;_::::. iをりせあ

i 9月 8日、白花小学校の親(L1附が、八幡浜 大ì'HI 地区広域市町出組合が主催九 i 毒」在~，)、i iμさと探訪以ツアー 1に割仏城川町のギヤフリー城川や竜崎、地質館等を訪!し気な和i t~ をらや
れ、楽しく有意義な一日を過ごしましたむ l人}司J元

i事めしか
| このパスツアーは、八院共・大洲地lメふるさと市町村圏基金の運用益をj刊し、自分た|管るとえi理たと持
!ちの住む圏域に対する理解を深め、ふるさとの魅力を再発見するために、平成 7年度より で向をち

直訳ぷ翠牛耳同一一ソアの他に間民灯ヒ|雪まじ

i実施されているものです。

時，'"繍議怒川対講演会、芸術劇場、同内研修事業、青年男女交 i町六 ζす
流事業、ふるさとシンポジウムなど多彩なソフ i何碓い化

!とヵ、るを
ト事業を企画、実施しています。!し、に 。防

1っ目 く
長浜町立白滝小学校五年 !て的 た

窪 自歩 1も意め
;全識

私以、 8Uに城川に行さ;ょした。ー呑最初に|体も 職
lの大員

竜沢寺で話を聞いたり、ざぜんをしたりしまし|奉切 配
!仕で育

た。ざぜんの後は、足がしびれていたけとぐめっ 1

たにできない己となので、いい忌い出になりました。そしてすべり台をしました。のはる iて今

のはしんどかったけど、アスレチックや草スキーみたいな物もあって、おもしろかったで i工ぞ
す o ぞれから、お畳を食べてびっくりハウスに行きましたo ななめの家や、鈍の中にいっ! 。貴

ばい自分がいました 3 私は前にもびっくりハウスとギャラリーしろかわは行ったことがあ! 顎

るけど、何回米てもおもしろいです 1 そして、ギャラリ でかまぼこの絵を見ました。そ! 言
のままの形じゃなくて、切ったり、令わせたりしていておもしろかったです O 歴史資料館 it.r; 

1 たでは、あまり時聞がなかったけど、また、行ってみたいと思います。 Il し、
つかれたけどおもしろかったです。また、パスツアーがあったらその時も行きたいです。| 争

」一一一一一一一一一一山一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一-一一一一一一一一-一一一一-一一一一J ぇ

保健センター建設が予定される水族館跡地

者
で
あ
る
こ
を
の
ヒ
に
立
っ
て
、
使
命

感
a

倫
理
感
の
凶
養
に
努
め
る
よ
う
、

パスツアーに参加された皆さん
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衆院選・国民審査結果

;Jミ
i塁塁

臣室

J¥ 

九
月
一
一
十
七
日
の
衆
議
院
解
散
に
よ

る
第
四
十
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

が
、
十
月
二
十
円
、
町
内
十
四
か
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
円
有
権
者
は
八
千

四
百
五
人
(
前
回
よ
り
一
一
百
三
十
三
人

減
)
、
衆
院
小
選
挙
区
選
挙
の
投
票
者

は
六
千
七
百
八
十
七
人
、
投
票
率
は
八

0
・
七
五
%
、
比
例
代
表
選
挙
の
投
票

者
は
六
千
七
百
七
十
八
人
で
投
票
率
は

八
0
・
六
四
%
、
国
民
審
査
の
投
票
者

は
六
千
五
百
六
十
二
人
で
投
票
率
は
七

屋調

七
五
弘

町
体
育
館
で
、
小
選
挙
区
選
挙
、
比
例

代
表
選
挙
、
国
民
審
査
の
順
で
開
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
小
選
挙
区
選
挙
の
各
投
票
所

で
の
投
票
系
、
長
浜
町
関
西
一
訂
以
で
の
候

補
者
別
得
票
数
等
は
別
表
の
と
お
り
で

す。

八
・

O
七
%
で
し
た
。

ま
た
、
同
日
午
後
七
時
二
一
十
分
か
ら

当日有権者数 昌可 405人
選 挙 区 選 挙

ト一一

t支 フdすヨhマ ，寸k. 、 8 0.75 

有 郊j フ主RZてま 6.467 
ド=ニ
石本 憲一 268 

日~ 1，脅えいご 2，263 

山本 F戸f入、 一一 3，936 

比 1列 代 表 選 挙

十支 EノJ玉、 率 8 0.64 

イ当 効 フヨマヨマ王 6，314 

新 進 党 1， 523 

社会民主党 318 

新社会党 31 

民 主 庁ノ与】 444 

自由民主党 3，690 

日本共産党 308 

最品裁判所裁判官国民審査

r.i フ百す五て 三一子z→ 78.07 

有 効 E万Eてヨf 6，410 

氏 名 罷免をロjとする投票数

福田 |専 161 

勝井 正雄 147 

尾崎 行信 144 

遠』長 光男 138 

千種 秀夫 150 

河合 伸一 141 

高橋 久 f 157 

根岸 重治 140 

井嶋 一友 143 

1，321 

開票作業を行なう町職員

投票 区 性別 当日有権者数 投票者数 投票率%ド二Lー
男
古トー

396 71.61 第l投票区
/;( 482 74.27 

(長浜町体育館) 日| 1.202 878 73.0'1 
ト一一一

男 489 369 75.46 第2投票区
女 日2日 486 7618 

(ふれあい会館)
1.127 855 75.87 

ト一一一
男

422 1 
19 90.48 第3投票区

女 35 83.33 
(青島コミ七ン)

ト号
63 54 85.71 

ト一一
206 180 87.38 第4投票区

女 240 208 86.67 
(しおさしゅ自) 446 388 87.00 
ト一一一

男 138 106 76.81 第5投票区
女 162 122 75.31 

(晴海集会所) 300 228 76.00 

男 276 234 84.78 第6投票区
女 321 278 86.60 

(櫛性小学校体育館)
員十 597 512 85.76 

男 63 55 87.30 第7投票区
女 71 61 85.92 

(須iR公民館) 134 116 86.57 

男 388 269 69.33 第8投票[丘
女 457 338 73.96 

(;11'浦コミセ;.-)
845 607 71.83 

男
22588 9 

210 81.40 第9投票区
女

ト一一
246 8512 

(出海公民館) 547 456 83.36 

男 540 454 84.07 
第10投票区

計1五 620 523 84.35 
(大手11公民館)

977 84.22 1，160 

男 270 244 90.37 第11投果区

卜奇 307 279 90.88 
(事茂公民館) トー

577 523 90.64 

男 365 299 81.92 第12投票医

卜ま
460 405 88.04 

(白滝公民館) 825 704 85.33 

!兇 102 93 91.18 第1川文宗区

ト奇
89 76 85.39 

(対，1日小学校)
191 169 88.48 

男 191 156 81.68 第14投票民
止 200 164 82.00 

(柴公民館) 320 81.84 計 391 

「五Fう7 3，860 3，084 79.90 

言十 4.545 3，703 日1.47

計 8，405 6.787 80.75 

小選挙区選挙投票結果
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環境保護・福祉コーナー

今
回
は
詰
め
替
え
商
品

使
い
捨
て
さ
れ
る
物
が
増
え
る
一
方

で
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
玄
誠
は
確
実
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
商
品
の
中
に
も
、
詰

め
伴
え
で
き
る
物
や
、
繰
り
返
し
使
え

る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た

物
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
「
詰
め

替
え
別
も
あ
り
ま
す
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
耳
に
し
て
、
「
起
ダ
セ

1
」
と
感

じ
る
か
、
「
よ
く
ぞ
売
り
出
し
て
く
れ

た
」
と
思
う
か
、
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
で

す
か
。深
川
刈
な
ゴ
ミ
問
担
で
、
プ
ラ
ス
チ

v

ケ
一
件
持
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
現
状
を

見
れ
ば
、
詰
め
存
え
商
品
の
種
類
が
な

ぜ
こ
ん
な
に
も
少
な
い
の
か
、
疑
問
に

川
?
つ
こ
と
は
な
い
で
す
か
。
抗
杓
し
て

何
度
も
繰
り

μ一
し
て
使
わ
れ
る
リ
タ
I

ナ
ブ
ル
ぴ
ん
は
、
ビ
ー
ル
や
酒
、
醤
抽

や
一
部
の
ジ
ュ
ー
ス
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
、
重
い
、
圭
が
多

い
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
紙
パ
ッ
ク

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
主
役
を
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
に
な
る
物
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
大
型
び
ん
の
良
さ
を
礼

卜
目
一
し
ま
し
ょ
う
。

に
つ
い
て
考
え
ま
す

カ
ポ
イ
ン
ト

H

び
ん
は
詰
め
替
え
の
王
様
だ

市
山
~
ピ

I
ル
は
、
い
つ
で
も
び
ん
で
買
う

よ
う
に
し
よ
う
の

②
油
も
、
び
ん
入
り
を
買
、
つ
よ
う
に
し

ょ、っ。

④
醤
油
も
、
ぴ
ん
入
り
を
員
、
つ
よ
う
に

し
ょ
、
つ
の

④
調
味
料
は
、
大
き
め
の
容
待
に
入
っ

た
も
の
を
選
ぼ
う
。

合
一
弁
当
用
の
調
味
件
な
ど
は
、
買
う
の

や
一
世
、
え
よ
、
っ
。

⑨
調
味
料
用
の
存
器
を
用
意
し
て
、
一
見

、
フ
の
は
袋
入
り
の
調
味
料
に
し
ょ
、
っ
。

⑦
洗
剤
な
ど
は
、
詰
め
替
え
の
で
き
る

物
を
買
う
よ
う
に
し
ょ
、
っ
。

⑧
物
を
…
日
一
う
と
き
は
、
詰
め
替
え
が
で

き
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク

L
て
か
ら
買

う
よ
、
つ
に
し
ょ
、
っ
。

(介護盟)すー事轟
。
施
一
献
で
の
サ
1
ぜ一
λ

家
庭
で
生
活
を
続
け
る
事
が
岡

維
な
場
合
、
適
切
な
生
活
環
境
や

療
養
の
場
を
提
供
す
る
の
が
施
設

で
の
サ
ー
ビ
ス
で
寸
Q

一
、
養
護
老
人
ホ

I
ム

圃圃園田園

※
入
所
で
き
る
人
は
?

O
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
か

つ
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
方
。
O
住
居
の
環
境
が
悪
い
た
め
心
身

を
章
一
目
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

O
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
て
い
る
方
。

※
入
所
者
本
人
の
費
用
負
担
は
7

0
年
金
等
の
年
間
収
入
に
出
じ
て

負
担
が
必
要
で
す
。

※
扶
養
義
務
者
の
費
用
負
担
は
7

0
扶
養
義
務
者
の
税
額
に
応
じ
て

負
担
金
が
必
安
で
す
σ

※
利
用
で
き
る
施
設
は
F

O
養
護
老
人
ホ

1
ム
白
山
園

二
、
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム

※
入
所
で
き
る
人
は
7

0
身
体
上
又
は
精
神
上
の
著
し
い

院
主
の
あ
る
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
万
で
、
常
時
介
護
を
必
要

と
し
、
か
つ
世
討
を
す
る
人
が
い

な
い
方
。

※
入
所
者
本
人
の
費
用
負
担
は
7

0
年
金
等
の
作
間
収
入
に
応
じ
て

負
担
が
必
要
で
す
。

※
扶
養
義
務
者
の
費
用
負
担
は
?

っ
一
扶
養
ぷ
務
者
の
税
額
に
応
ビ
て

負
担
金
が
必
要
で
す
υ

※
利
用
で
き
る
施
設
は
?

O
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
神
南
荘

。
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
み
ど
り

苑
ニ
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

し
よ
り
が
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
崎
設
で
、

生
活
相
常
に
応
じ
た
り
、
入
浴
や

食
事
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
が

で
き
ま
す
。

※
入
所
で
き
る
人
は
?

O
独
じ
止
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安

が
あ
る
六
十
政
以
L

」
の
お
と
し
よ

り
で
、
家
族
に
よ
る
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
方
。

※
入
所
者
本
人
の
費
用
負
担
は
?

O
生
活
脅
・
管
理
費
・
事
務
費
の

ん
日
計
額
(
食
事
等
の
生
活
費
・
管

理
費
は
八
五
額
自
己
負
担
・
人
作
費

等
の
事
務
費
は
負
担
能
力
に
応
じ

て
軽
減
さ
れ
ま
す
。
一

※
利
用
で
き
る
施
設
は
?

。
特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
み
と
り

↑
打
出
E
ノ々四

、
老
人
保
健
施
設

疾
病
や
負
傷
等
に
よ
り
、
寝
た

き
り
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に

あ
る
お
と
し
よ
り
に
、
介
護
・
機

能
訓
練
・
医
療
を
行
い
な
が
ら
円

常
生
活
の
お
世
話
を
す
る
施
設
で

す。
※
入
所
で
き
る
人
は
?

O
病
弱
で
寝
た
き
り
の
お
と
し
よ

り
又
U
、
蛇
口
一
本
性
の
お
と
し
よ
い
り

で
、
老
人
保
健
一
法
に
よ
ゐ
医
療
を

云
け
る
事
が
で
き
る
む
。

※
入
所
者
本
人
の
費
用
負
担
は
?

じ
食
費
・
お
む
つ
代
・
田
川
美
拝
代
・

日
用
品
費
の
実
費
相
当
額
。

※
利
用
で
き
る
施
設
は
?

O
老
人
保
出
施
設
ひ
ま
わ
り

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
長

浜
町
役
場
福
祉
課
老
人
出
祉
係

(
宮
五
二
一
-
一
-
-
一
一
己
仁

一
三
一
へ
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。
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健
藤
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ス

ー
が
ん
予
防
の
た
め
の
食
生
活
FI--J

が
ん
は
、
現
在
我
が
国
の
死
困
の
ト
ッ

プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
発
生
の
原

肉
は
完
全
に
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

徐
々
に
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
(
危
険
困

子
)
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
食
坐
活
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
、

が
ん
の
発
生
は
か
な
り
予
防
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
予
防
の
た
め
の
食
牛
活
の
在
り

方
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
る
と

効
果
的
で
す
。

①
高
塩
食
品
(
塩
分
濃
度
の
濃
い
食
品
)

を
避
け
る
。

②
脂
肪
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
過
ぎ

な
い
よ
う
に
す
る
。
(
肥
満
や
動
脈
硬

化
の
予
防
に
も
有
効
で
す
)

③
野
菜
類
、
特
に
緑
黄
色
野
菜
や
生
野

菜
、
柑
橘
類
な
ど
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ
ミ

ン
C
を
多
く
採
る
よ
う
に
す
る
。

④
未
精
製
の
殻
類
、
野
菜
類
、
ば
類
、

き
の
こ
類
、
海
藻
類
な
ど
食
物
繊
維
に

富
む
食
品
を
多
く
採
る
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
、
飲
み
過
ぎ
な

い
よ
う
に
す
る
。

⑥
熱
す
ぎ
る
飲
・
食
物
を
避
け
る
。

⑦
肉
や
魚
の
焦
げ
は
、
な
る
べ
く
避
け

た
ほ
う
が
安
全
で
あ
る
。

③
偏
食
、
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
て
食

べ
る
こ
と
を
避
け
、
い
ろ
い
ろ
な
食
物

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

⑨
規
則
正
し
く
食
事
を
と
り
、
よ
く
か

ん
で
食
べ
る
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
便
柑
さ
に
慣
れ
て
忘
れ
る
火
の
こ
わ
さ
」

人権作文ほか

十
一
月
九
円
か
ら
十
五
円
ま
で
は
、

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
、
防
火
パ

レ
ー
ド
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
よ
り
宅

の
防
火
訪
問
な
ど
の
各
種
行
事
を
行
い

ま
す
。
背
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
運
動
の
初
日
に
あ
た
る

十
一
月
九
日
は
、
「
一
一
九
番
の
日
」

で
す
。
火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
時
、
あ
な
た
の
適
切
な
通
報
が

被
害
を
少
な
く
し
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人

の
命
を
救
い
ま
す
。

通
報
す
る
時
は
、
ま
ず
落
ち
着
い
て

場
所
や
状
況
な
ど
消
防
署
の
問
い
掛
け

に
は
っ
き
り
と
答
え
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
前
に
悪
口
を
一
言
い
わ
れ
た
こ

一
と
が
あ
り
ま
す
。
と
っ
て
も
む
ね
が

一
い
た
み
ま
し
た
。
げ
ん
い
ん
は
、
一

一
人
の
子
と
仲
良
く
し
て
い
た
こ
と
で

一
し
た
。
そ
の
こ
ろ
私
た
ち
は
、
仲
良

一
し
五
人
組
で
し
た
。
い
つ
も
い
つ
も

一
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
五

一
人
で
遊
ぶ
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
も
、

一
何
も
か
も
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

一
そ
の
五
人
が
二
一
人
対
二
人
に
別
れ
て

一
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
二
一
人
が

一
仲
良
く
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
仲

一
聞
に
入
り
た
い
よ
l
と
、
何
度
も
思

一
い
ま
し
た
。
で
も
、
心
と
ち
が
っ
て
、

一
一
日
一
日
二
組
に
別
れ
て
い
る
こ
と

一
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た

o
H
が

一
あ
っ
て
も
す
ぐ
、
ち
が
う
方
を
見
て

一
楽
し
そ
う
に
、
遊
ん
だ
り
、
話
し
た

一
り
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う

E

こ
と
を
す
る
た
び
に
、

A
ち
ゃ
ん
と

一
B
ち
ゃ
ん
と

C
ち
ゃ
ん
は
、
私
と

D

一
ち
ゃ
ん
か
ら
は
な
れ
て
い
さ
〔
Y

ま
し
た
。

一
あ
る
時
、
私
は

B
ち
ゃ
ん
と
仲
良

一
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
ま

一
た
五
人
組
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し

一
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
み
ん
な
と
仲

良
く
し
た
い
な
!
と
た
び
た
び
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
一
一
口
う
勇

気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
言
、
っ
と
、
な
ん
と

な
く
B
ち
ゃ
ん
が
お
こ
る
よ
う
な
気
が

し
た
か
ら
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
バ
ラ
バ

ラ
に
な
る
の
が
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
も

し
か
し
た
ら

B
ち
ゃ
ん
も
同
じ
気
持
ち

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
前
に
仲
良
し

の
友
達
が
四
人
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
う
い

小学 4年生
( 7年度人権作文集より)

ちだ友

う
ふ
う
に
な
る
と
思
う
と
あ
や
ま
り
た

く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

そ
ん
な
気
持
ち
が
な
く
な
っ
た
の
は
、

次
の
日
で
し
た
。

B
ち
ゃ
ん
が
私
に
、

「
昨
日
A
ち
ゃ
ん
が
悪
口
一
一
一
行
い
ょ
っ
た

よ。」
と
言
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
言
葉
を
聞

く
と
、
心
の
中
が
「
悪
ハ
」
と
い
う
一
一
一
口

葉
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
ま
に
、
気
持
ち
が
か
わ
っ
て
し

耕
一

ま
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
や
さ
し
く
一

し
て
も
ら
う
と
心
は
ゆ
れ
ま
し
た
。

E

そ
れ
か
ら
、
五
円
く
ら
い
た
っ
て
、
一

A
ち

ゃ

ん

が

、

一

「

お

は

よ

う

。

」

一

と
私
に
一
言
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
一

も
気
持
ち
の
い
い
朝
で
し
た
。
私
は
、
一

A
ち
ゃ
ん
を
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
一

A
ち
ゃ
ん
に
は
、
勇
気
と
い
う
も
の
一

が
あ
り
ま
す
二
一
年
生
の
時
も
A
ち
ゃ
一

ん
の
元
気
な
声
で
、
元
気
が
で
で
き
一

ま
し
た
。
私
は
、
い
つ
も
い
つ
も
大
一

切
な
一
一
言
が
で
ま
せ
ん
。
そ
の
た
び
一

に
、
ほ
か
の
人
に
い
つ
も
先
を
こ
さ
一

れ
て
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
一

て
い
つ
も
、
「
早
く
私
の
方
か
ら
あ
一

や
ま
っ
た
ら
よ
か
っ
た
」
と
い
う
く
一

や
し
い
思
い
や
、
今
度
は
一
行
お
う
と
一

い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
一

私
は
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
友
一

達
と
い
う
の
は
、
け
ん
か
を
し
て
も
一

す
ぐ
仲
良
し
に
な
る
の
が
本
当
の
友
一

達
だ
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一

み
ん
な
と
仲
良
く
し
、
け
ん
か
な
ん
一

か
お
き
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
一

そ
れ
と
本
当
の
友
達
を
た
く
さ
ん
作
一

り
た
い
で
す
。
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お知らせ一一一一一

一
ー
ふ
れ
あ
い
金
書
よ
h
j
J一

ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
、
次
の
口
一
期
間
}
十
一
月
卜
一
一
円
j
二
十
-
円

程
℃
各
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

皆
さ
ん
、
ご
泣
所
お
誘
い
合
わ
せ
お

越
し
下
さ
い
。

第

二

回

戎

巌

氏

「
我
が
家
の
花
の
写
真
展
」

沖
浦
の
戎
巌
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
撮

り
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
自
宅
の
庭
で
育

て
た
草
花
、
長
一
点
の
タ
け
な
ど
の
写
真

約
五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ヘ
¥
よ
い
患
者
で
あ
る
/
/

f
た
♂
司
会

一
条
:
・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
い
る
。

二
条
:
・
診
療
時
間
内
に
診
て
も
ら
っ
て

い
る
c

三
条
・
・
・
む
や
み
に
お
医
者
さ
ん
を
か
え

な
し
日
条
・
・
・
病
状
を
明
確
に
申
し
出
る
。

五
条
・
・
・
初
診
及
び
汀
初
め
に
一
文
珍
す
る

時
に
は
、
必
ず
保
険
証
と
健
康
手
帳

(
医
療
受
給
訂
証
)
を
提
示
す
る
。

六
条
:
ほ
か
の
お
医
者
さ
ん
の
悪
口
を

い
わ
な
い
η

七
条
・
・
・
薬
を
た
く
さ
ん
も
ら
う
こ
と
を

期
待
し
な
い
。

八
条
:
・
待
ち
合
い
宅
で
大
声
で
長
話
し

を
し
な
い
。

小
学
生
人
権
習
字
展

十
千
九
一
四
日
か
ら
始
ま
る
人
権
週
間

に
先
立
ち
、
町
内
各
小
学
校
の
三
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
が
書
い
た
、

人
権
啓
発
に
関
す
る
習
字
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
c

{
期
間
一
十
一
月
二
十
六
日
j
十
二
月

間
日
(
午
前
九
時
j
午
役
五
時
J

九
五
ホ
・
:
医
者
の
指
示
を
良
く
咋
っ
て
病

気
を
一
井
懸
命
的
す
よ
う
努
力
す
る
。

十
条
:
・
下
右
な
ど
は
脱
ぎ
や
す
く
、
清

潔
な
も
の
を
着
て
い
く
。

。
以
上
の
こ
と
を
良
く
守
り
、
自
分

の
健
康
状
態
、
生
活
環
境
を
良
く
知
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
と
は
、

長
く
付
さ
合
え
る
良
い
家
庭
医
と
な
っ

て
も
ム
い
ま
し
ょ
う
の

¥
心
身
障
害
者
の
方
へ

/
/
見
舞
い
金
の
支
給
¥

十
二
月

+
U
現
庄
で
、
長
浜
町
に
住

民
登
諜
を
し
生
活
3
れ
て
い
て
、
身
体

障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
に
汁
し
、
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
と
町
か
ら
次
の
と
お
り

見
舞
い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ゑ

隼

ζO'iJ>筒@t"

!!; 

ザ∞lも同
A、B、Cの絵は左側の

どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵かあります。

z-)、8-8 l-¥f ・ー受

身
体
障
害
者
手
帳

一
・
二
級
の
方
E
E
-
-
五
千
円

二
・
四
級
の
十
M
i
-
-
四
千
円

五
・
六
級
の
方
:
:
:
二
一
子
円

療
育
手
帳

A

の
方
:
:
・
:
:
五
千
円

B

の

方

-ji--
山
千
円

中
詰
書
は
、
役
場
福
祉
課
及
び
各
連

絡
所
に
あ
り
ま
す
の
で
十
二
月
一
日
か

ら
十
一
一
月
十
日
ま
で
に
中
請
を
行
ツ
て

卜
き
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
(
宮

五一一

l
一
一
一
千
開
二

O
七
二
)
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
ハ

経 もなや/草ず為J12
叶牛士0-~ _"嘩壬
点在与豆人主、γ.
が，..~‘.，1，.'ゐ工時
χよか~ I之

lき_!rfγp
ま:霊士
業!草月
L13匹 'i
働 1進「
ヲ|月 5童

完|塑言
質JE/
-~ノ

./ 

改
善
は
進
ん
で
い
ま
す
か

1

一一EE---1進漆人
新刊情報です j言葉柔霊

1しに足事業

~長浜町立図書館~ifF主主
。方!百む
の説千戸
、刻業
五五 fヒ主
向 Lの
0) 仁封じ

改ピさ
善玉ん
を乍

者著書名

l 舟生]
'~'姫島殺人事件

詳
し
く
ほ
、
お
気
軽
に
安
定
所
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
ー

{
お
問
い
合
わ
せ
}
ハ
ロ
!
ワ
ー
ク
大

洲
一
一
世
二
回
二
-
-
九

{会選

康雄

イとl'!li fJ\;~子

;OEQこころの知能J行以
' υ.ゴルマン
; /トーさがし、の創造

; 飯田

:0恋と女の円本文J子

; 丸谷

:(コ人間と仏法を詰る26

池田大ii
， ot'.、の市バ)で J ブコント 11ー jレ

シーコン・フ}レストン

史彦

才

l勾用

。!;n， ~J;J と H品目
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L
E
T
Sタ
ψ
寺
シ
グ

生
活
改
善
習
さ
わ
や

一
代
表
者
・
菊
地
友
恵
一

一
宮
五
七

1
0
0
二
五
一

ヴ
ル
!
。
フ

藤
ご
は
ん

(
四
人
分
)

一
材
料
}

寸
ぶ
一
一
・
二
/
一
一
一
カ
ッ
プ

一

も

ち

米

一

/

一

ニ

カ

ソ

ブ

一

黒

大

豆

一

/

一

一

カ

ッ

プ

一
水
と
黒
豆
の
煮
汁

十

一

二

・

一

/

二

カ

ヴ

プ

「

塩

小

さ

じ

一

杯

一
作
り
方
一

①
米
と
も
ち
米
を
合
わ
せ
て
抗
い
、
一
一
一

十
分
お
く
f

刊
阜
、
ト
八
一
旦
を
洗
っ
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で

焦
が
さ
な
い
よ
う
に
妙
っ
て
、
塩
と
水

を
加
え
て
一
煮
す
る
。
(
黒
大
豆
に
味

が
付
き
、
柔
ら
か
く
な
る
)

③
①
と
②
を
合
わ
せ
、
煮
汁
と
一
緒
に

米
の
二
割
増
の
水
で
炊
く
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
:
フ
一
ブ
イ
パ
ン
で
、

黒
大
豆
を
焦
が
さ
な
い
よ
ろ
に
妙
る
こ

紹介コーナー

と
っ
そ
う
す
る
と
、
で
き
あ
が
り
が
き

れ
い
で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
誌
で
も
プ
レ
ー
で
き
る
円
本
で

考
案
さ
れ
た
と
て
も
楽
し
い
軽
ス
ポ
ー

ツ
で
す
{
現
在
で
は
、
日
本
は
も
む
ろ

ん
の
こ
と
、
川
界
中
で
鹿
ん
に
行
わ
れ

ゐ
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

愛
校
再
内
で
は
、
年
午
ハ
ワ
イ
か
ら
の

招
待
も
あ
り
、
県
大
会
や
地
方
大
会
等

さわやかグループの皆さん

。ていますJ

(ゲートボール)

も
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
ま
だ
ま
だ
会
員
が
少
な

く
支
部
も
三
支
部
で
す
。
各
公
民
館
単

位
に
文
部
が
山
来
れ
ば
、
町
民
体
育
代
小

等
に
お
い
て
も
盛
大
に
な
る
と
考
え
て

お
り
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
苦
庖
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
内
子
町
で
は
、

初
心
者
講
習
会
仁
八
十
人
も
の
刀
が
集

ま
ら
れ
と
と
聞
い
て
い
主
す
。

町
内
の
皆
ミ
ん
、
ゲ
I
ト
ポ

I
ル
で

払
注
と

A

結
に
v
一
ぐ
わ
や
か
な
汗
を
か
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
三
ん
の
方
の
お

問
い
令
わ
せ
を
お
待
ち
L
て
お
り
ま
す
。

一
練
習
日
時
}
地

M
に
よ
っ
て
迫
っ
て

お
り
ま
寸
の
で
、
希
望
さ
れ
る
地
区
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
じ

一
練
習
場
所
一
山
花
・
今
坊
・
長
浜

一
会
費
一
年
会
費
千
円

一
役
員
・
お
問
い
合
わ
せ
}
会
長
山

井
久
万
代
(
臼
沌
・
宮
五
川

O
四一

二
)
、
副
会
長
奥
野
岩
止
(
白
滝
・

百
五
回
!
っ
一
七
一
五
)
、
刷
会
長
九
日

上
貢
(
ム
マ
坊
-
宮
五
一
二
七

O
七一

白
滝
支
部
長
一
玉
升
(
官
五
四
心
。

二
二
、
今
劫
支
部
長

-
U
田
(
宮
丘

二

O
四
六
五
)
、
長
浜
支
部
長
神

内
(
電
話
五
二
千
七
四
五
)

体協ゲートポール部の皆さん

長浜鉢協ゲートポー)(...都

言古

長浜高校先術部 ペンネーム GREEN

実

/. 
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お
宝
さ
、
が
し
て

1
第
二
固
な
が
は
ま
探
検
隊

1

九
月
十
六
日
、
名
所
旧
跡
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
題
材
に
、
第
二
同
長
浜
探
検

隊
が
開
催
さ
れ
約
百
三
十
人
が
参
加
し

た。
こ
れ
は
、
町
づ
く
り
委
員
会
イ
ベ
ン

ト
部
会
の
皆
さ
ん
ら
に
よ
り
、
町
内
の

見
所
を
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
で
巡
る

こ
と
で
、
今
一
度
長
浜
の
よ
さ
を
発
見

し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。

友
達
同
士
や
親
子
連
れ
で
訪
れ
た
参

加
者
は
、
途
中
あ
い
に
く
の
雨
と
は
な
っ

た
も
の
の
、
ク
イ
ズ
や
ゲ

l
ム
に
挑
戦

し
最
後
の
お
宝
を
目
指
し
て
い
た
。

子
供
た
ち
が
パ
レ
ー
ド

j
秋
の
交
通
安
全
運
動
;

九
月
二
十
日
、
長
浜
保
育
所
園
児
や白バイを先導に行なわれた交通安全パレード

長
浜
小
学
校
児
童
を
は
じ
め
、
安
全
協

会
役
員
、
警
察
な
ど
、
関
係
者
ら
約
三

百
五
十
人
が
参
加
し
て
交
通
安
全
啓
発

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
白
バ
イ

を
先
頭
に
小
学
生
の
鼓
笛
隊
や
交
通
安

全
ち
ら
し
配
付
を
行
い
な
が
ら
、
役
場

前
か
ら
本
町
商
庖
街
を
パ
レ
ー
ド
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
た
。

夢
ふ
く
ら
む
ひ
と
と
き
を

ー
長
浜
町
幼
児
ま
つ
り

1

九
月
二
十
五
日
、
町
民
運
動
場
と
勤 長浜探検隊のスタッフと参加者の皆さん

第
七
分
間
が
優
勝

;
長
浜
地
区
運
動
会
j

十
月
十
一
二
日
、
長
浜
小
学
校
で
第
二

十
一
回
長
浜
地
区
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

八
分
団
約
四
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
親
睦
と
健
康
増
進

の
意
識
向
上
を
図
り
、
豊
か
で
明
る
い

町
ぞ
つ
く
り
を
目
指
し
て
三
年
に
一
回
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

各
分
凶
代
表
選
手
が
、
好
珍
プ
レ
ー

を
演
じ
な
が
ら
繰
り
広
げ
た
優
勝
旗
争

奪
戦
の
末
、
み
ご
と
第
七
分
団
(
m
-
u
u
・

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
第
十

瓦
同
長
浜
町
幼
児
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

就
学
前
児
童
と
そ
の
保
護
者
ら
約
六
百

人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
よ
う
と
、
長

刊
以
・
お
・
お
・
判
区
)
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

夢と希望をのせた風船を大空へ

重形な加が浜
劇どし主町
にのた催大
大白了し陽

11 日孟寸は出供ての
つ 1~旦引しなた行お
わ d竺E ゃ遊ちつか
λ， ，----------;ぎびはてあ
ふ同*1でコ、し、さ

色坦き↓ 72主
曇(王土可 72L JR2ff 
11 i ~ I ~\-， T '-，謹

人ル参会

山
清
氷
掬
ふ
つ
わ
の
葉
香
り
け
り

中

島

千

代

子

子
の
安
否
気
遣
ふ
日
々
や
萩
の
花

東

静

枝

暮
れ
果
て
し
草
む
ら
よ
り
の
虫
の
声

中

伊

セ

ツ

終
ひ
風
日
ゆ
っ
く
り
っ
か
り
虫
の
声

桐

田

恵

美

子

海
青
く
夕
日
に
は
え
る
鰯
雲

亀

岡

幸

分団の栄誉をかけ健闘しました

稲
雀
爆
音
を
聞
き
空
へ
散
る

一

呂

田

猛

義

虫
の
声
聞
き
つ
け
猫
の
し
の
び
足

宮

田

節

子

鎌
二
丁
振
り
上
げ
て
を
り
い
ほ
む
し
り

津

田

操

虫
の
音
に
句
会
の
道
を
せ
か
さ
る
る

中

見

貞

子

校
庭
の
桜
ふ
る
は
す
蝉
時
雨

高

左

木

芳

真
向
ひ
の
島
に
秋
灯
二
つ
二
一
つ

井

東

純

子

登
校
を
こ
ば
め
る
子
あ
り
秋
桜

谷

本

一

善

鈴
虫
を
聞
き
つ
つ
一
句
生
れ
け
り

津

田

高

子

本
を
閉
ず
絶
ゆ
る
こ
と
無
き
虫
時
雨

保

茂

子

久

リ
喜
多
灘
小
学
校
リ

J 

あ
き
の
む
し
み
ん
な
で
で
き
て
こ
え
く

ら

べ

一

年

後

藤

愛

呑

へ
ぴ
さ
ん
が
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
と
た
ん
け

ん

だ

一

年

谷

上

真

基

ひ
さ
し
ぶ
り
な
が
そ
で
き
た
ら
き
も
ち

い

い

一

年

坂

本

奈

美

こ
く
ば
ん
は
み
ん
な
に
か
か
れ
て
か
わ

い

そ

う

二

年

松

野

東

耶

コ
ス
モ
ス
が
あ
き
を
よ
ん
で
る
は
や
く

こ

い

二

年

藤

堂

倫

代

せ
み
の
声
ど
ん
ど
ん
し
ず
ま
り
か
え
っ

て

く

二

一

年

後

藤

望

美
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ゅ
う
ひ
が
ね
と
ん
ぼ
を
ま
っ
か
に
そ
め

て

い

る

山

年

津

田

さ

く

ら

上
を
向
主
一
く
り
の
木
一
本
な
り
き
る

五

年

亀

井

絞

ど
ん
ぐ
り
が
じ
ぶ
ん
の
か
さ
で
あ
ま
や

ど
り

4
年

藤

岡

薫

秋
に
な
り
と
お
く
に
聞
こ
え
る
せ
み
の

声

六

年

上

町

有

希

U
を
パ
ッ
ク
に
美
人
モ
デ
ル
を
ヤ
号
し
た

応
募
作
品
、

U
七
十
点
中
十
八
点
が
入

賞
し
ま
し
た
り

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

(
敬
称
略
)

{
推
薦
}
S
U
M
M
E
R
(
井
上
修
-
ニ
・

自
分
自
身
に
負
け
ず
、
一
生
勉
強
を
続
け
、
他
人
に
寛
一

大
で
自
分
自
身
に
厳
し
い
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
一

を
込
め
て
「
学
志
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

健
康
で
、

自

分

の

尽

に

も

れ

一

ま
一

向

か

勺

て

吉

一

一

一

つ

生

一

口同
E

す
ぐ
仁
成
長

5
一

し

て

下

さ

い

明

一

ね

。

出

削

一

守

J

'

z

E

成
一
平
一

長
浜
中
男
子
剣
道
部

ly
市
予
地
区
剣
道
大
会
で
優
勝
kd

九
月
八
日
、
第
四
十
六
回
南
予
地
区

推
薦
に
井
上
さ
ん
(
肌
幡
)

ー
長
浜
夏
ま
つ
り
水
着
撮
影
会
1

........ ..つ，.................エZ1ii義着

一歳定すコシ!と;チ161L;168j目撃す
五ベジ医'ac;. 宵ずと五・イ丁て三 十

:ゎ」九
さとし '-VJ穿口

高石学志ちゃん(白滝)戸空ヘ
浜 iJ'
大
4脅 f支
や場つ
肱二り
川潜「
河会ぶ

一一一一表彰・一歳です

剣
道
大
会
が
三
瓶
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
雨
予
一
円
の
小
学
主
か
ら
一
般

ま
で
の
五
十
六
チ
l
ム
が
参
加
し
、
中

学
生
男
子
凶
体
の
部
で
、
戸
長
浜
中
学
校

が
優
勝
し
ま
し
た
。

(父
H

直
彦
さ
ん
・
村
川
和
美
さ
ん
)

八
幡
浜
市
)
{
特
選
}
海
の
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
(
武
井
克
喜
・
松
山
市
一
、
夏
の
友

(
石
川
市
太
郎
・
香
川
県
大
野
原
町
)

{
準
特
選
}
視
線
(
青
野
義
則
・
松
山

市
)
、
夏
の
同
線
(
藤
田
昭
美
・
宇
和

尚
市
)
、
脱
ぐ
(
城
戸
陪
行
・
広
見
町
)
、

F
r
f
s
h
G
i
r
i
s
(
池
田
剛
・

松
山
市
)
、
波
(
松
岡
憲
彦
・
一
二
瓶
町
)

一
佳
作
}
サ
マ

1
ガ
l
ル
(
栗
日
義
則
・

内
子
町
)
、
侃
線
(
篠
崎
英
孝
・
伊
予

市
)
、
フ
レ
y
シ
ユ
ギ
ヤ
ル
(
好
崎
一

笑
E

上
主
松
)
、
開
閉
橋
と
夜
の
華

(
前
川
し
ゃ
信
・
宇
和
山
市
)
、
き
ら
め

く
夏
(
曲
目
花
部
茂
・
松
山
市
)
、
肱
川

パ
ン
ザ
イ
f

頼
本
富
男
-
松
山
市
)
、

涼
を
感
じ
て
(
大
本
町
和
・
豊
茂
)
、

肱
川
に
遊
ぶ
(
上
甲
恵
久
・
保
内
町
~
、

真
夏
の
赤
橋
(
大
谷
三
千
年
-
伊
予
市
て

川
辺
に
(
西
川
槻
子
八
幡
浜
市
、
一

菊
地
光
好
さ
ん

池
田
龍
光
さ
ん

宮
田
猛
義
さ
ん

1
交
通
栄
誉
章

ト
宇
銅
市
」
去
彰
1

九
月
一
一
十
-
円
、
永
年
の
安
全
逗
転

実
績
に
よ
り
、
豊
茂
の
菊
地
光
好
き
人

工ハ

O
)
が
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
削

章
」
の
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
、
山
海

の
池
田
龍
光
さ
ん
(
六
八
…
一
と
今
坊
の

一
呂
田
猛
義
さ
ん
(
六
四
)
が
優
良
運
転

者
表
彰
を
、
そ
れ
ぞ
れ
乏
賞
与
れ
ま
し

た。~
平
成
八
年
度

一
足
下
J
b
主
業
文
化
ま
つ
り
¥

/
/
!
1
1
1
1
1
1
l
¥
¥
 

平
成
八
年
度
県
民
総
合
文
化
訟
の
一

環
と
し
て
、
県
下
の
市
町
村
、
商
工
同

体
、
農
林
ぶ
一
件
川
体
技
一
ぴ
に
消
費
者
同

体
の
参
加
に
よ
り
、
え
ひ
め
産
業
文
化

ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
ん

長
浜
町
か
ら
は
、
地
元
特
産
品
を
は

じ
め
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
骨
さ
ん

に
よ
る
手
作
り
品
な
ど
の
即
売
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
特
産

品
展
や
河
売
、
ち
び
っ
こ
広
場
な
ど
多

止すー

:
3
¥
 

一

///1
市
に
矢
先
の
確
認
を

1
、
¥

/
/
I
l
l
-
I
l
l
i
-
-
l
l
l
!
l
I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
i
i

、

十
一
月
十
五
円
か
ら
狩
猟
が
解
禁
と

な
り
ま
す
c

し
か
し
、
毎
年
期
間
中
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
絞
み
や
不
注
意
か

ら
猟
銃
に
よ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
の

次
の
こ
と
に
注
志
し
て
、
狩
猟
期
間

中
を
無
事
故
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
コ

①
銃
口
を
、
人
・
家
の
方
向
に
向
け
な

し②
発
射
直
前
ま
で
弾
は
装
壊
し
な
い
。

③
必
要
が
無
く
な
れ
ば
、
必
ず
押
を
此

/
¥
 

彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
必
#
お
越
し
下
さ

h
v
 {

期
日
}
十
一
月
二
十
三
円
(
土
)
;

午
前
十
時
j
午
後
五
時
、
二
十
四
日
・
:

午
前
九
時
j
午
後
A

一一時半

{
場
所
一
安
媛
県
民
文
化
会
館
(
松
山

市
道
後
町
)
及
び
愛
媛
県
農
業
試
験
場

跡
地
(
松
山
市
道
徒
一
万
)

一
主
な
行
事
一
創
り
伝
え
る
特
産
工
芸

品
展
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
ふ
る
さ
と

物
産
展
、
技
術
・
ア
イ
デ
ア
展
、
記
念

も
ち
ま
き
、
料
理
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ミ

ニ
劫
物
園
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
日
プ
t

ナ
!
な

い
ど
の
し
ら
び
っ
こ
広
場
、
協
話
一
凶
体
な
ど

に
よ
る
展
示
即
売
・
・
・
善

④
発
射
の
擦
は
、
矢
先
の
安
全
を
十
分

確
認
す
る
の

⑤
安
全
法
置
か
υ
一
過
信
し
な
い
。

⑥
猟
場
を
移
動
す
る
時
は
、
弾
を
抜
き

銃
に
覆
い
を
す
る
。

⑦
猟
場
で
の
休
憩
川
に
は
、
常
に
監
視

で
き
る
所
に
銃
を
世
主
、
川
沿
難
や
紛
失

に
注
意
す
る
。

一
中
体
調
の
悪
い
時
や
、
疲
労
感
を
覚
え

と
ら
守
山
県
よ
い
L
し
す
る
ζ

J
i
3
1
J
(
l
l
F
J
 

③
銃
や
一
円
は
、
別
々
の
堅
固
な
専
用
保

管
庫
に
鍵
を
か
け
て
保
管
す
る

⑩
長
期
旅
行
、
入
院
な
ど
で
銑
の
保
管

が
で
き
な
い
と
き
は
、
猟
銃
等
保
管
業

者
に
保
管
委
託
す
る
。
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あ
な
た
が
撮
っ
た

「
四
国
の
自
然
・
文
化
遺
産
」

写
真
・
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

情)岸本印刷印刷平成8年11月l日発行平成8年11月号広報 ながはま

一
作
品
規
定
一

写
真
:
①
四
つ
切
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
(
四
つ
切
ワ
イ
ド
可
)
、
単

写
真
(
組
写
真
不
可
)
②
一
人
二
点
ま

で
③
平
成
七
年

一
月

一
日
以
降
に
撮
影

し
た
作
品
で
、
未
発
表
の
も
の
。
ビ
デ

オ
・:①
規
格
は
一

切
問
い
ま
せ
ん

(
V

H
S、
ベ
l
夕
、
ベ

l
タ
カ
ム
な
ど
)

②
五
分
以
内
に
編
集
し
た
作
品
で
、
音

楽
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
挿
入
は
自
由
③

一
人
二
点
ま
で
④
平
成
七
年

一
月

一
日

以
降
に
撮
影
し
た
映
像
を
使
用
し
た
作

品
で
、
未
発
表
の
も
の
。
⑤
グ
ル
ー
プ

単
位
で
の
参
加
も
可
。

一
締
め
切
り
一

平
成
九
年
一
月
三
十
一

日
一賞
一
写
真
、
ビ
デ
オ
と
も
、
「
自
然
」

「文
化
遺
産
」
併
せ
て
各
賞
を
決
定
。

〈金
賞
に
は
二
十
万
円
と
副
賞
、
そ
の

他
各
賞
有
り
〉

一
送
付
先

・
お
問
い
合
わ
せ
一
作
品
の

送
付
先
及
び
、
細
則
等
の
詳
細
は
、

N

H
K松
山
放
送
局
「
四
国
の
自
然
・
文

化
遺
産
」
作
品
募
集
係

(
干
七
九

O
l

七
六
松
山
市
堀
之
内
五
、
宮

O
八
九
1

九
二

一
ー
一
一
一
こ

ま
で
。

寄
付
採
納

O
側
ア
イ
テ
ッ
ク
(
久
保
登
代
表
)
・
・

歯
ブ
ラ
シ

一
千
百
九
十
六
本
を
長
浜
中

学
校
へ
、
歯
磨
き
セ
ッ
ト
三
百
三
十
組

を
長
浜
保
育
所
へ
。

O
側
門
田
組
(
門
田
功
代
表
)
・:
下
須

戒
の
土
地
約
六
十
六
2
m
を
長
浜
町
へ
。

O
伊
予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・・・
電

動
ベ

ッ
ド
三
台
と
福
祉
傘
七
十
本
を
福

祉
課
へ
。

O
沖
浦
の
山
田
幸
太
郎
さ
ん
・・・
長
浜
小

唄
レ
コ
ー
ド

一
枚
と
蓄
音
機

一
台
を
長

浜
町
へ

。

O
白
滝
の
窪
憲

一
さ
ん
:
・額
付
写
真
二

点
を
長
浜
町
へ

。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

9
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

今

坊

東

富

男

沖

浦

渡

辺

謙

二

沖

浦

村

山

修

二

今

坊

谷

上

糞

悟

お
〈
や
み

9
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴沖

浦
黒

団

長

浜
下
須
戒

柴今些長白大

中城平小山中金玉大松白

三
男
長
女
長
男
長
男

野子井石本石川戸野西本

紀
一
郎
(
五
五
)

祥
壱
(
三
人
)

啓
男
(
六
六
)

敬
助
(
七
O
)

ツ
マ
子
(
六
二
)

ツ
ル
コ

(八
六
)

善
勝
(
八
五
)

ス
ギ
エ
(
九
六
)

稔
(
八
九
)

三
代
一
(
七

二

ッ
、
不
ヨ
(
八
一
)

四
国
の

N
H
K各
放
送
局
で
は
、
四

国
の

「自
然
」
や
「
文
化
遺
産
」
を
記

録
し
た
写
真
と
ビ
デ
オ
作
品
を
募
集
し
、

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
ど
し
ど
し

ご
応
募
下
さ
い
。

{募
集
作
品
}
写
真
、
ビ
デ
オ

一テ
l
マ一

あ
な
た
が
二
十

一
世
紀
に

残
し
た
い
四
国
の
「
自
然
」
と
「
文
化

遺
産
」
(
「
自
然
」
・
:
山
や
川
な
ど
の
自

然
、
動
植
物
、
ま
た
そ
れ
を
含
む
風
景

な
ど
。「
文
化
遺
産
」
:
・建
造
物
、
町

並
み
、
遺
跡
、
伝
統
芸
能

・
行
事
な
ど
。)

{
応
募
資
格
一

一
切
の
制
限
な
し
。

一
応
募
方
法
一

応
募
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
作
品
に
同
封
し
、
指
定
の

送
付
先
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持
参
下

さ
い
。

越滝浜茂坊

11月は、教育-文化週間が月初

めにある。11月 3日は文化の日だ

が、昔の明治節だっただけに思い

出も多い。

文化の日の制定は昭和23年 (19

48年)だから、 48回目。国民の祝

日の一つで、自由と平等を愛し文

化を進める主旨で設定され、この

日を中心に全国一斉に芸術祭や文

化祭など多彩な行事が展開されて、

文化振興に寄与する。長浜町も例

外ではなく「文化の薫る町づくり」

を目標に多彩な行事が展開される。

特に平成六年完成の「ふれあい会

館」は、町の芸術祭 ・文化祭のほ

か、絵画・写真展など有名人の利

用も多く、町民のふれあいの場と

して常時利用されて喜ばしい。

文化と一口で表現するが、内容

は深く、有形的文化、精神的文化

を含み、有形文化財や無形文化財

もある。長浜町の国指定文化財に

は、沖浦の十一面観音立像と出石

時の銅鐘があり、また県指定文化

財には、記念物として出石寺、有

形文化財として木造釈迦如来坐像、

民俗文化財として青島の盆踊りが

ある。

この誇りを胸に、人づくり・心

づくりに励み、昨今のいじめ ・登

校拒否問題の根絶に、家庭 -学校 -

地域が一体となって遁進し、文化

の薫る町・豊かで住みよく生きが

いのある町づくりを目指そう。 智同部亜ぁ大三25
洋2惇E美み貴さ官

数

人口をふやしましょう

9月末現在 前月との比較

10，558人 20人減

人 口 (男 4，971人) (男 8人減)
女 5，587人 女 12入滅

世帯数 3，707世帯 3世帯減

一

帯世口人


